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第1図. EBLの概念図 

レベル 説明
1 体系的レビュー 明確に定義された課題に答えることができる最も良い証拠を明確で厳密な方法で統合する

2 メタ分析 異なる研究のデータを厳密な方法で比較する。共通の枠組みで実験、調査された結果を、たとえば統計的
に分析する

3 探索的データの統合 厳密な比較はできないが、探索的な調査目的をもつ複数の異なる調査の結果を、独自の枠組みを構築して
比較、統合する

4 無作為化臨床比較試験
(RCT)

無作為に抽出した２グループの母集団に対して、片方は何らかの介入(処置)を施し、片方は何もしない。
その両者の結果(成果）の差を比較することで、「介入」の効果(影響)を、偏りのない形で測定する

5 コホート研究 何らかの共通の性質を有する集団が何らかの現象(イベント、暴露)にさらされる様子を一定期間調査する
ことで、その後の変化を調査する

6 調査 基本的には探索的目的で行う調査
7 ケーススタディ 一つもしくはごく少数の事例に基づく研究。実証的な分析と言うよりは質的分析を行っている
8 専門家の意見 特に調査を行っていない。自分のこれまでの経験などに基づく意見の表明

第1表. EBLのレベル
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調査方法 
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調査結果 

概要 
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各項目間の関係 
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図書館業務
に関すること

図書館業務
以外のもの

第3表. 新旧の主題領域

旧
新

レファレンス・調査
（利用者・利用）教育

蔵書構築
経営管理

情報検索と情報へのアクセス
マーケティングと広報

その他

パブリック・サービス
テクニカル・サービス

経営管理
情報検索とアクセス
(図書館を経由したもの)

メディア研究
情報検索とアクセス
(図書館を介さないもの)

その他

体系的レビュー 0

メタ分析 0

探索的データのレビュー 2

RCT 0

コホート研究 0

調査 12

ケーススタディ 33

専門家の意見 53

計 100

第2表. EBLのレベルの分布

パブリック
サービス

テクニカル
サービス 経営管理 情報検索とアクセス

(図書館経由) メディア研究 情報検索とアクセス
(図書館非経由) その他 計

体系的レビュー
メタ分析
探索的データの
レビュー 2 2

RCT
コホート研究
調査 1 3 2 1 4 1 12

ケーススタディ 4 4 5 4 1 8 7 33

専門家の意見 1 10 14 3 7 4 14 53

計 5 15 22 9 9 18 22 100

図書館業務に
関すること

図書館業務
以外のもの

レ
ベ
ル

第4表. EBLのレベルと主題領域（新）
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